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＜調査の結果をご覧になる方へ＞ 
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＜全国学力・学習状況調査の概要＞ 

 ※「平成３１年度 全国学力・学習状況調査に関する実施要領」（文部科学省）より抜粋 

１ 調査の目的 

◇義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況

を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

◇学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

◇以上のような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

２ 調査対象 

小学校第６学年、原則として全児童 

３ 調査実施日 

 平成３１年４月１８日（木） 

 

 

 

 

 



４ 調査の内容 

 

教
科
に
関
す
る
調
査 

（
国
語
、
算
数
） 

・小学校調査は、国語及び算数とする。 

・出題範囲は、調査する学年の前学年までに含まれる指導事項を原則とし、出題内 

容は、それぞれの学年・教科に関し、以下のとおりとする。 

① 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生

活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知

識・技能等 

②  知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のため 

の構想を立て実践し評価・改善する力等に関わる内容 

・調査問題では、上記①と②を一体的に問うこととする。出題形式については、国語

及び算数においては、記述式の問題を一定割合で導入する。 

【小学校 国語・算数 各４５分】 

生
活
習
慣
や
学
習
環
境
等 

に
関
す
る
質
問
紙
調
査 

児童生徒に対する調査 学校に対する調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の

諸側面等に関する調査 

（例）将来の夢や目標の有無、起床・就寝時間、ICT

の利用状況、読書時間、家庭学習の状況など 

指導方法に関する取組や人的・物的な

教育条件の整備の状況等に関する調査 

（例）学力向上に向けた取組，指導方法の工夫，教

育の情報化，教員研修，家庭・地域との連携の状況

など 

【２０分程度】  

 

 

 
小学校         は全国平均正答率を上回ったもの 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語  

学習指導要領の領域等 設問数 
本校平均正答率

（％） 

県平均正答率

（％） 

全国平均正答率

（％） 

話すこと・聞くこと 3 67.5 71.6 72.3 
書くこと 3 49.1 52.9 54.5 
読むこと 3 71.1 81.1 81.7 

伝統的な言語文化と国語

の特質に関する事項 5 53.2 57.1 53.5 

算数  

学習指導要領の領域 設問数 
本校平均正答

率（％） 

県平均正答率

（％） 

全国平均正答

率（％） 

数と計算 7 56.8 62.5 63.2 
量と測定 3 53.5 51.7 52.9 

図形 2 73.7 75.4 76.7 
数量関係 7 65.8 68.3 68.3 

 



＜児童への質問紙調査＞（主なものをグラフで表示） 
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中学校         は全国平均正答率を上回ったもの 
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＜国 語＞ 

【領域別】  

 本校の平均正答率は、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」「伝統的な言語文化と国

語の特質に関する事項」の領域で、県及び全国平均正答率を下回りました。 

【問題例１ 設問番号３－４】 

〈問題〉 

 ことわざの使い方の例として、【ノートの

一部】の ウ に入る適切なものを選択す

る。（習うより慣れよ） 

〈正答〉番号…１ 

〇ことわざの意味を理解して、自分の表現に

用いることができるかどうかをみる問題で、県

平均よりも 3. 7 ポイント、全国平均よりも 3.3

ポイント正答率が上回っています。 

☆多くの児童が、普段の学習や生活場面で見

付けたことわざや慣用句について、辞典などで

意味や使い方を確認し、ノートやカードなどに

記録するとともに、実感をもって捉えたり使っ

たりできるようにすることができたためと考え

られます。 

【問題例２ 設問番号１－３】 

〈問題〉 

 公衆電話について調べたことを【報告する

文章】の・・・に「２調査の内容と結果」の

（１）と（２）で分かったことをまとめて書

く。 

〈正答例〉 

（なぜなら、）公しゅう電話は、主にけいた

い電話を使うことができないときに必要と

されていたり、きん急のときにも使うことが

できたりするからです。（６８字） 

〇目的や意図に応じて、自分の考えの理由を

明確にし、まとめて書くことができるかどうか

をみる問題で、県平均よりも 8.7 ポイント、全

国平均よりも 10.4 ポイント正答率が下回って

います。 

△目的や意図に応じて、自分の考えの理由を

明確にしてまとめさせたり、事実と考えを区別

して文章を書かせたりする指導を充実していく

必要があると考えられます。  

 
＜算 数＞ 

【領域別】 

本校の平均正答率は、「量と測定」の領域で、県及び全国平均正答率を上回りました。「数と計

算」「図形」「数量関係」の領域で、県及び全国平均正答率を下回りました。 

【問題例１ 設問番号２（３）】 

〈問題〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２０１０年から２０１６年までの，３年ご

との１人あたりの水の使用量について，どの

ようなことがわかりますか。 

【問題例２ 設問番号３（４）】 

〈問題〉 

ゆいなさんは，下の問題について考えてい

ます。 

 

 

 

１ｍ分の代金は１８０÷０．６の式で求め

ることができます。ゆいなさんは，次のよう

に，小数のわり算を整数のわり算にして答え

を求めました。 

 

 

 

 

 

 



下の１から４までの中から１つ選んで，そ

の番号を書きましょう。 

また，その番号を選んだわけを，グラフ２

とグラフ３からわかることをもとに，言葉や

数を使って書きましょう。 

 

〈正答例〉 

【番号】１ 

【わけ】１人あたりの水の使用量は，市全体

の水の使用量÷市の人口で求めることがで

きます。市全体の水の使用量は変わっていま

せんが，市の人口は増えています。だから，

１人あたりの水の使用量は，減っています。 

〇二つの棒グラフから資料の特徴や傾向を読

み取り、それらを関連付けて、一人当たりの水の

使用量の増減を判断し、判断の理由を言葉や数を

用いて記述できるかどうかをみる問題で、県平均

よりも 10.3 ポイント、全国平均よりも 11.1 ポイ

ント正答率が上回っています。 

☆目的に応じて、必要な資料を収集し、複数

の資料の特徴や傾向を関連付け、一つの資料か

らは判断することができない事柄について判断

することができた児童が多かったと考えられま

す。 

１８００÷６は，何ｍ分の代金を求めている

式といえますか。下のあからえまでの中から

１つ選んで，その記号を書きましょう。 

〈正答〉 記号･･･い 

〇示された除法の式の意味を理解しているか

どうかをみる問題で、県平均よりも 21.1 ポイン

ト、全国平均よりも 20.7 ポイント正答率が下回

っています。 

 △示された数字を誤って捉えていると考えら

れます。それぞれの式が何を表しているか振り

返らせることで、式の意味についての理解を深

めさせる必要があると考えられます。式との関

連性を具体物や図、数直線などを用いて考察さ

せ、式と具体的な場面とを関連付けて考えさせ

る必要があると考えられます。 

 
＜質問紙調査から＞ 

【質問例１ 質問番号（４）】 

〈質問〉 

 家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来

事について話をしますか。 

〈回答〉 

 「している」と回答した児童が 76.3％であ

り、県平均よりも 19.1％、全国平均より

26.2％高い数値を表しています。 

〇児童は、家庭でよく話をしていることが分

かります。 

 ☆家の人に話を聞いていただくことで、児童

の気持ちが安定し落ち着いた学校生活を送るこ

とができていると考えられます。 

【質問例２ 質問番号（５１）】 

〈質問〉 

 算数の授業で新しい問題に出合ったとき、

それを解いてみたいと思いますか。 

〈回答〉 

 「している」と回答した児童が 65.8％であ

り、県平均よりも 14.0％、全国平均より

14.1％高い数値を表しています。 

 〇少人数指導で学ぶことにより、算数への意

欲が高い児童が多く見られます。 

 ☆少人数指導を継続し、さらなる学力向上を

目指していきます。 

 

  



＜埼玉県学力・学習状況調査の概要＞ 

 ※「平成３１年度埼玉県学力・学習状況調査（調査の概要）」（埼玉県教育委員会より抜粋) 

１ 調査の目的 

２ 調査対象 

小学校第４・５・６学年 原則として全児童 

３ 調査実施日 

 平成３１年４月１１日（木） 

４ 調査の内容 

（１）教科に関する調査 

 小学校第４学年から第６学年まで  国語，算数 

 ※ 学習指導要領に示された内容のうち調査する各学年の前の学年までの内容 

（２）質問紙調査 

 学習意欲，学習方法及び生活習慣等に関する事項 

 

 

 

 

＜小学校＞     は県平均正答率を上回ったもの  

国語 第４学年 第５学年 第６学年 

教科の領域等 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 

話すこと・聞くこと・書くこと 5 41.5 38.0 4 38.3 37.0 4 41.2 48.4 

読むこと 4 63.4 61.5 9 53.3 49.8 9 60.7 65.8 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 17 62.7 60.2 17 59.2 57.2 17 61.0 63.5 

 

算数 第４学年 第５学年 第６学年 

教科の領域等 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 

数と計算 12 75.6 71.7 12 74.1 74.0 12 66.9 67.7 

量と測定 6 69.5 62.2 6 62.6 63.4 7 49.4 55.3 

図形 6 75.6 68.4 6 63.0 61.9 7 54.4 56.9 

数量関係 6 82.1 77.2 8 59.7 67.7 6 60.8 62.0 

 

  

本県の児童生徒の学力や学習に関する事項等を把握することで，教育施策や指導の工夫改善

を図り，児童生徒一人一人の学力を確実に伸ばす教育を推進する。 

参考：【埼玉県学力・学習状況調査】埼玉県教育委員会ホームページ（新規ウィンドウを開きます） 

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2214/gakutyou/20150605.html  

 

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2214/gakutyou/20150605.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/f2214/gakutyou/20150605.html


＜児童への質問紙調査＞（主な結果：「規律ある態度」に関する項目の結果） 

 ※ 達成率：「できる」（「よくできる」「だいたいできる」の合計）と回答した割合 

   上段：本校の達成率、下段：県の達成率、     は８０％以上 （％） 

内容 項目 第４学年 第５学年 第６学年 

○
け
じ
め
あ
る
生
活
が 

            

で
き
る 

１ 時刻を守る 

 

① 登校時刻 
97.6 91.1 97.3 

91.7 94.0 94.6 

② 授業の開始時刻 
97.5 97.8 94.5 

92.9 94.3 95.2 

２ 身の回りの整理整頓をする 

 

③ 靴そろえ 
92.7 91.1 81.0 

84.8 86.0 88.9 

④ 整理整頓 
95.1 84.5 81.1 

83.8 83.4 84.3 

○
礼
儀
正
し
く
人
と
接
す
る 

         

こ
と
が
で
き
る 

３ 進んであいさつや返事をする 

 

⑤ あいさつ 
90.3 73.4 89.2 

81.4 80.2 80.8 

⑥ 返事 
95.1 77.7 86.4 

90.7 88.5 88.4 

４ ていねいな言葉づかいを身に付ける 

 

⑦ ていねいな言葉づかい 
97.6 88.9 83.8 

87.4 86.6 88.0 

⑧ やさしい言葉づかい 
90.2 75.5 78.4 

85.1 83.9 83.9 

○
約
束
や
き
ま
り
を 

     

守
る
こ
と
が
で
き
る 

５ 学習のきまりを守る 

 

⑨ 学習準備 
92.7 88.9 75.6 

80.9 85.2 85.9 

⑩ 話を聞き発表する 
90.2 80.0 75.6 

81.3 75.4 74.5 

６ 生活のきまりを守る 

 

⑪ 集団の場での態度 
87.9 91.2 78.3 

85.2 85.3 85.8 

⑫ 掃除・美化活動 
97.6 84.4 86.4 

91.1 89.5 87.7 

 

  



 

 

授業における取組 

１．環境整備に取り組み、児童が自ら学ぼうとする態度を育成します。 

☆（１）教室前面に学級独自の掲示物を貼らない( ユニバーサルデザイン) 、児童の姿勢

など、教室環境を整えます。 

■（２）授業の始まりと終わりのあいさつ・返事、児童の呼名、丁寧な言葉づかいなど

言語環境を整えます。 

■（３）次の授業の準備をしてから休み時間にする、分かりやすいノートづくりなど、

学習環境を整えます。 

 

２．各種学力調査の結果を分析し、児童の実態に即した指導を行います。 

☆（１）児童の実態把握のため、国及び埼玉県学力学習状況調査の結果を分析します。 

☆（２）児童の実態を把握し、コバトン問題集や復習シートを使い、確かな学力の定着

を図ります。 

 

３．学力向上に向けて、授業内容の充実を図ります。 

☆（１）主体的・対話的で深い学びの実践のために、課題の提示からまとめ、振り返り

までの学習の流れを確立し、見通しがもてる授業をします。 

☆（２）算数の授業では、チームティーチングや少人数指導を積極的に行います。 

■（３）各教科において、言語活動の充実、体験活動を充実させ、探究活動に取り組み

ます。 

 

授業以外の取組 

１．業前学習の取組 

☆（１）毎週月・水・木曜日の朝自習の時間を「べにばなタイム」とし「読書」「国語」

「算数」に取り組ませ、読み、書き、計算の基礎・基本の定着を図ります。 

☆（２）「べにばなタイム（読書）」では、読解力の向上を目的とし、読む力・書く力を

育成します。 

 

２ 家庭学習の習慣化 

☆（１）「家庭学習の栞」を全家庭に配付し、 

① 家庭で学習する環境作り 

② 上手な時間の使い方 

③ 学年に応じた学習内容を、保護者並びに児童に紹介しています。 

☆（２）段階的に自主学習に取り組ませ、主体的に学習する姿勢を身に付けさせます。 

■（３）１０分×学年を家庭学習の時間として確保できるよう、家庭と連携して学習習

慣を確立させます。 

☆…成果を上げたと考えられる取組 

■…課題を解決するための取組 

 



本校の学力向上プラン 

 

 

 

日頃より川田谷小学校の教育活動に、ご理解、ご協力をいただきありがとうございます。 

川田谷小学校のめざず学校像は、「笑顔とあいさつ、学びがあふれるきれいな学校」です。家

庭や地域においてもあいさつや返事、正しい言葉づかいができるよう、ご家庭でもお声かけをお

願いします。 

今年度の調査結果から、児童は規則正しい生活を送り、時間を守ってけじめある生活を送る

様子が見られました。今後も、早寝、早起き、朝ごはん、時間の使い方等、ご家庭でルールを決

めていただき、規則正しい生活習慣を身に付けさせることにご協力ください。 

教職員は児童の「学力向上」を意識し、基礎･基本の定着を図れるよう、一人一人の学力や習

熟度に合わせた指導を今後も継続して行っていきます。また、さらに深く学びたいという意欲を

引き出すような課題提示の工夫にも取り組んでいきます。ご家庭におかれましては、学校から発

信する各種のお手紙や授業で取り組んだものに目を通していただき、学習内容をお子さんと確

認していただけると助かります。 

今後とも保護者、地域の皆様のご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 


